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松
　
尾
　
剛
　
次

山
形
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
は
じ
め
に

最
上
義
光
は

奥
羽
の
戦
国
大
名
の
一
人
で

江
戸
時
代
に
は
五
七
万
石
の

山
形
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
 
本
稿
の
主
な
狙
い
は
義
光
の
花
押
変
化
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る

花
押
と
は
サ
イ
ン
の
こ
と
で

個
人
の
同
定
や
年
付
の
書
か
れ
て
い
な
い
文

書

い
わ
ゆ
る
年
欠
文
書
の
年
代
比
定
な
ど
に
お
い
て
大
い
に
重
要
視
さ
れ
て

い
る
*
 １ 

近
年
の
最
上
義
光
研
究
の
進
展
に
よ
り

三
百
点
を
超
え
る
最
上
義
光
が
発

給
し
た
文
書
が
見
つ
か

て
い
る

し
か
し
な
が
ら

年
欠
文
書
も
多
く

そ

れ
ら
の
年
代
比
定
に
お
い
て

花
押
編
年
分
析
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い

最
上
義
光
の
花
押
に
つ
い
て
は

つ
と
に

山
形
市
史
史
料
編
１
最
上
氏
関

係
史
料
*
 2

武
田
喜
八
郎
担
当
部
分

以
下

山
形
市
史

と
略
す

で
論

じ
ら
れ
た
が

収
集
さ
れ
た
文
書
も
少
な
く

基
礎
的
研
究
と
評
価
で
き
る

ま
た

安
部
俊
治

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

*
 3に
お
い

て

後
述
す
る
Ａ
型
花
押
を
中
心
に
義
光
花
押
に
関
す
る
研
究
を
行

て
い

る

筆
者
も

最
上
義
光
文
書
の
古
文
書
学
　
判
物
・
印
判
状
・
書
状
*
 4

家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光
*
 5 
で
論
じ
た

そ
れ
ら
は

貴
重
な
成
果
と
い
え
る
が

最
上
義
光
研
究
の
進
ん
だ
現
在

花
押
年
代
の
比
定
な
ど
に
関
し
て
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

た
と
え
ば

安
部
氏
の
Ａ
型
花
押
の
編
年
に
関
し
て
は

花
押
年
代
の
比
定
に
関
し
て
大
き

な
問
題
が
あ
る

武
田
氏
の
Ｃ
型
花
押
分
析
に
つ
い
て
も

収
集
さ
れ
た
資
料
 

が
少
な
い
こ
と
も
あ

て

Ｃ
型
の
Ｃ
１
型
か
ら
Ｃ
２
型
へ
の
変
化
の
指
摘
だ

け
に
止
ま
り

な
ぜ
そ
う
し
た
変
化
が
起
こ

た
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
な

い

そ
こ
で

こ
こ
で
は

義
光
花
押
に
つ
い
て
再
考
す
る

　
　
第
一
章
　
義
光
Ａ
型
花
押

こ
こ
で
は

表
の
よ
う
に

花
押
の
据
え
ら
れ
た
最
上
義
光
文
書
六
四
例
を

対
象
に
す
る

最
上
義
光
 の
花
押
に
つ
い
て
は

図
の
よ
う
な

Ａ
型
か
ら
Ｅ

型
の
五
種
類
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

た
だ
し

Ｄ
型
と
Ｅ
型
は

本

文
で
後
述
す
る
よ
う
に

花
押
類
型
と
し
て
立
て
る
べ
き
か
大
い
に
疑
問
が
あ
 

り

筆
者
は
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

理
由
は
後
述
す
る

ま
た

た
と
え
ば
Ｃ
型
は
Ｃ
１

Ｃ
２
型
に
細
分
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い

る
 *
 6

筆
者
は
す
べ
て
の
史
料
の
原
本
調
査
を
試
み
た
が

山
形
市
史

最
上
義
光
花
押
再
考
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山
形
大
学
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要

人
文
科
学

第
十
九
巻
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号

山
形
県
史
古
代
中
世
史
料
１
資
料
編
１
５
上
・
下
*
 7

編
纂
の
時
点
で
は
原

本
が
見
ら
れ
た
の
に

散
逸
し
て
し
ま

て
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い

さ
ら
に
は
写
真
す
ら
な
い
も
の
も
あ
る

そ
れ
に
つ
い
て
は

表
で
は

Ｃ
１

Ｃ
２
の
よ
う
な
細
分
化
を
せ
ず

た
だ
Ｃ
型
と
記
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
こ
と
を
断

て
お
き
た
い

ま
た

山
形
県
史
な
ど
で
花
押
影
が
あ
る
と

さ
れ
る
が

現
史
料
な
ど
を
見
ら
れ
な
か

た
も
の
は
Ｆ
と
し
た

 
図

１

Ａ
型

　
①
Ａ
1
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
Ａ
2
型

図

2

B
型

 
図

3

C
型

　
①
Ｃ
1
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
Ｃ
２
型

図

４

Ｄ
型

永禄 13（1570）年 1月吉日付
最上義光言上状

（表№ 1）

天正20（1592）年3月28日付
最上義光 書状

（表№ 15）

慶長３（1598）年8月2日付
最上義光禁制

（表№21）

＜慶長末？＞3月27日付
最上義光書状写

（表№39）

天 正20 （1592） 年3月28日 付
最上義光書状

（表№16）

天 正10（1582）年8月7日付
最上義光書状

（表№ 6）

天正18（1590）年７月4日付
最上義光 書状

（表№ 11）
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図

５

Ｅ
型

ま
ず
Ａ
型
花
押
に
つ
い
て
み
よ
う

Ａ
型
花
押
に
関
し
て
は

永
禄
一
三

一
五
七
〇

年
正
月
吉
日
付
の

最
上
義
光
言
上
状
*
 8

∧
図

１

の
①
∨

が
史
料
上
の
初
見
で
あ
る

花
押
の
最
大
縱
幅
は
三
・
一
セ
ン
チ
メ

ト
ル

横
の
最
大
幅
は
四
・
七
セ
ン
チ
メ

ト
ル
で
あ
る

義
光
は

永
禄
三

一
五

六
〇

年
正
月
に
一
五
歳
で
元
服
し
た
と
考
え
ら
れ
る
*
 9の
で

そ
の
頃
か
ら

花
押
を
使
い
始
め
た
は
ず
で

そ
の
花
押
は
Ａ
型
で
あ

た
と
考
え
ら
れ
る

義
の
字
を
サ
イ
ン
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る

Ａ
型
花
押
に
関
し
て

安
部
氏
は

一

元
亀
三

一
五
七
二

年
か
ら
天

正
一
八

一
五
九
〇

年
ま
で
使
用
さ
れ
た
も
の
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
形
態
と

言

て
良
い

二

花
押
の
細
部
の
変
化
は

自
筆
花
押
と
版
刻
花
押
型

花

押
印

の
相
違
に
よ
る
差
で

三

そ
の
花
押
に
は

義
光
が

出
羽
国
之
御

所

と
し
て

天
正
一
六

一
五
八
八

年
以
降
は
秀
吉
政
権
の
も
と
で

山

形
出
羽
守

と
し
て
の
義
光
の
立
場
が
表
れ
て
い
る
と
す
る

ま
ず

一

に
つ
い
て

Ａ
型
花
押
に
関
し
て
は

従
来

指
摘
さ
れ
て
い

な
い
が

Ａ
１
型
と
Ａ
２
型
の
二
型
が
あ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

図

１

の
二
つ
の
Ａ
型
花
押
を
見
比
べ
る
と

相
違
に
気
づ
く

Ａ
型
花
押
を
中
央
部
の
三
区
画
の
部
分
と

右
部
の
象
の
鼻
の
よ
う
な
部
分

と

左
部
の
部
分
に
分
け
て
み
る
と

中
央
部
の
一
番
下
が

Ａ
２
型
で
は
湾

曲
し
て
い
る
の
に

Ａ
１
型
で
は
し
て
い
な
い

左
部
も

Ａ
２
型
で
は
下
方

の
横
棒
に
点
が
二
つ
が
あ
る
の
に

Ａ
１
型
で
は
二
つ
の
点
は
な
い

そ
う
し

た
相
違
は

自
筆
花
押
と
花
押
印
の
差
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

と
り
わ
け

大

き
な
相
違
で
あ
る
二
つ
の
点
に
つ
い
て
は

花
押
印
で
も
点
を
二
つ
加
え
れ
ば

良
い
は
ず
だ
か
ら
だ

そ
れ
ゆ
え

相
違
点
に
注
目
し
て
二
型
に
分
類
し
た

Ａ
１
型
は

初
期
の
花
押
で
あ
る
た
め
か

先
述
の
永
禄
一
三

一
五
七
〇

年
正
月
吉
日
付
の

最
上
義
光
言
上
状

一
例
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が

永

禄
三

一
五
六
〇

年
の
元
服
以
来

使
用
し
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る

今
後
の
発
見
に
期
待
し
た
い

そ
れ
で
は
Ａ
２
型
は

い
つ
か
ら
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

こ
の
こ
と

を
考
え
る
う
え
で

次
の
図

６

の
花
押
は
参
考
に
な
る

年未詳12月28日付
最上義光書状写
典拠は後述

図（6）
元亀3（1572）年3月17日付
最上義光知行宛行状写

（表№2）

残画
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図

６

は

元
亀
三

一
五
七
二

年
三
月
一
七
日
付
萩
生
田
宛
最
上
義

光
知
行
宛
行
状
写
*
 　に
据
え
ら
れ
た
義
光
花
押
で
あ
る

そ
れ
に
よ
れ
ば

中

10

央
部
の
格
子
の
部
分
が

三
区
画
で
は
な
く

二
区
画
に
見
え
る
が

残
画
か

ら
三
区
画
で
あ

た
可
能
性
が
あ
る

本
文
書
は

秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
写
し

か
残

て
い
な
い
が

秋
田
藩
家
蔵
文
書
は
よ
く
で
き
た
写
で
あ
る

そ
の
花

押
は
ほ
ぼ
Ａ
２
型
で
あ
り

そ
の
頃
に
は
Ａ
２
型
の
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る

以
後

例
外
は
あ
る
が

ひ
と
ま
ず
天
正
一
八

一
五
九
〇

年
ま

で
Ａ
２
型
花
押
は
使
用
さ
れ
る

と
こ
ろ
で

Ａ
型
花
押
に
つ
い
て
は

安
部
氏
が

出
羽
国
之
御
所
山
形
殿

と
し
て
の
義
光
を
象
徴
す
る
花
押
*
 
　
と
す
る

確
か
に

最
上
義
光
は

出
羽

11

国
之
御
所
山
形
殿

で
あ
り

Ａ
１
型
花
押
は

そ
う
し
た
意
識
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
え
る

し
か
し

Ａ
１
型
か
ら
Ａ
２
型
へ
変
化
し
た
の
は

な
ぜ

で
あ
ろ
う
か

図

７

は
足
利
義
昭
の

武
家
様
花
押
Ⅱ

*
 　

図

８

は
 
足
利
義

12

輝
花
押
Ⅴ

*
 　で
あ
る

い
ず
れ
も

義
光
の
Ａ
２
型
花
押
の
よ
う
に
横
に
点

13

が
つ
い
て
い
る

そ
れ
ゆ
え

Ａ
２
型
へ
の
変
化
は

出
羽
国
之
御
所
山
形

殿

を
超
え
た

足
利
将
軍
家
の
一
族
斯
波
の
一
族
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て

い
る
と
考
え
る

よ
り
言
う
な
ら
ば

天
正
一
六

一
五
八
八

年
に
は

羽

州
探
題

*
 　で
あ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば

羽
州
探
題
職
の
継
承
者
を
意
識
し

14

た
*
 　と
考
え
る

15安
部
氏
は

図
７
の
足
利
義
昭
の
花
押
と
よ
く
似
て
い
る
と
さ
れ
る
*
 　

と

16

い
う
の
も

現
存
す
る
Ａ
１
型
花
押
が
据
え
ら
れ
た
永
禄
一
三

一
五
七
〇

年
正
月
吉
日
付
の
文
書
を
も

て
初
め
て
Ａ
型
花
押
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
た

か
ら
で
あ
ろ
う

し
か
し
な
が
ら

義
光
が
元
服
し
て
花
押
を
使
い
始
め
永
禄

三

一
五
六
〇

年
の
頃
の
将
軍
は
足
利
義
輝
で
あ
り

ひ
と
ま
ず

義
輝
の

花
押
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
考
え
た
い

実
際

図

８

の
永
禄
二

一
五
五

九

年
の
足
利
義
輝
花
押
と
似
て
い
る
*
 　17

と
こ
ろ
で

安
部
氏
は

Ａ
型
花
押
の
実
例
一
二
例
を
挙
げ
て
花
押
の
編
年

を
試
み
て
い
る

し
か
し

安
部
氏
の
花
押
編
年
に
関
し
て
大
い
に
異
論
が
な

い
わ
け
で
は
な
い

そ
こ
で

以
下
で
分
析
を
加
え
る
が

そ
の
際

写
で
は

な
く
原
史
料
に
据
え
ら
れ
た
花
押
八
例
に
注
目
す
る

Ａ
１
型
花
押
は

先
述
の
永
禄
一
三

一
五
七
〇

年
正
月
吉
日
付
の

最

上
義
光
言
上
状

一
例
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が

年
付
が
あ
る
の
で
全
く
異

論
は
な
い

図（7）
足利義昭の武家様花押Ⅱ

図（8）
足利義輝花押Ⅴ
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他
方

Ａ
２
型
花
押
に
関
す
る
安
部
氏
の
花
押
年
代
比
定
に
関
し
て
は
問
題

が
あ
る

そ
こ
で

以
下
で
考
察
す
る

安
部
説
で

Ａ
２
型
花
押
が
据
え
ら

れ
た
最
初
と
さ
れ
る
文
書
は

次
の
義
光
書
状
で
あ
る

史
料

一

*
 　18

先
達
者
申
述
候
処
ニ
細
砕
之
御
報

祝
着
無
他
事
候

仍
鮭
延
到
頃
日
弥
々
逼

迫
之
躰

為
申
上
候
条

深
々
歎
ケ
敷
候

如
何
共
及
戦
法
度
迄
候

随
而
南

口
之
儀

従
田
村
為
籌
策

今
五
日
一
事
も
無
題
目
無
事
落
着
候

雖
然
去
春

則
候

号
中
山
要
害

于
今
不
取
置
候
之
条

尚
々
さ
細
點
を
も
稠
申
付
無
油

断
候

併
鮭
之
事

難
捨
候
間

予
一
騎
も
可
出
張
候
歟

此
堺
於
御
手
透
者

自
以
前
之
云
御
首
尾

有
御
進
発

庭
月
被
引
廻
可
然
候

中
略

恐
々
謹
言

八
月
七
日
　
義
光

花
押

大
崎
殿

義
隆

史
料

一

は

年
未
詳
八
月
七
日
付

大
崎
義

宛
最
上
義
光
書
状
で
あ

る

内
容
は

庄
内
の
領
主
大
宝
寺
義
氏
の
攻
勢
を
受
け

真
室
川
の
領
主
で

最
上
義
光
配
下
の
鮭
延
秀
綱
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た

だ
が

義
光
は
中

山
要
害

現

中
山
町
カ
*
 　

攻
撃
で
手
が
外
せ
ず

援
軍
を
出
せ
な
い
情
勢

19

に
あ

た

そ
こ
で

奧
州
の
有
力
領
主
で

妻
の
兄
で
あ

た
大
崎
義
隆
に

援
軍
を
要
請
し
た
の
が
こ
の
手
紙
で
あ
る

安
部
氏
は
本
文
書
の
年
代
比
定
を
天
正
五
一
五
七
七
年
と
す
る
*
 　

し

20

か
し
な
が
ら

鮭
延
秀
綱
が
義
光
の
配
下
に
入
る
の
は
天
正
九

一
五
八
一

年
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
*
 　

ま
た

南
口
之
儀

す
な
わ
ち
佐
竹
・
田

21

村
・
葦
名
三
氏
の
和
合
が
な

た
の
は

天
正
一
〇

一
五
八
二

年
と
考
え

ら
れ
*
 　

天
正
一
〇

一
五
八
二

年
の
文
書
で
あ
ろ
う

22

安
部
説
で

Ａ
２
型
花
押
が
据
え
ら
れ
た
第
二
番
目
の
文
書
は

年
未
詳
一

一
月
二
五
日
付
下
国
愛
季
宛
最
上
義
光
書
状
で
あ
る

史
料

二

*
 　23

如
翰
竹
之
未
令
啓
書
候
処
ニ

急
度
之
御
到
来
祝
着
之
至
候

随
而
這
般
鮭
延

へ
従
庄
中
致
乱
入
候
之
条

彼
口
為
引
立
之
勧
騎
之
支
度
候
キ

然
処
ニ

白

岩
八
郎
四
郎
大
宝
寺
方
へ
以
縁
約
之
首
尾

企
別
心
候
之
条

為
退
治
向
彼
地

令
発
向
候

先
々
属
本
意
之
形
候

到
春
中
者
清
水
・
鮭
延
以
相
談

庄
中
可

押
詰
候

雖
無
申
迄
候

於
其
時
者

為
引
汲
三
庄
境
目
へ
可
被
責
入
事
肝
要

候

毎
事
砂
宗
入
道
方
へ
及
細
書
候
条

不
能
腐
毫
候

恐
々
謹
言

　
霜
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
義
光

花
押

　
謹
上
　
下
国
殿

内
容
は

庄
中
す
な
わ
ち
大
宝
寺
義
氏
が
鮭
延
を
攻
め
て
き
た
の
で

そ
の

援
軍
を
送
る
準
備
中
に

白
岩
八
郎
四
郎
廣
隆
が
大
宝
寺
と
の
縁
約
が
あ
り
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別
心
を
企
て
た
の
で
退
治
に
向
か
い
打
倒
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る

安
部
説
は

安
中
坊
系
図

で
は

白
岩
八
郎
四
郎
廣
隆
が
天
正
五

一
五

七
七

年
に
義
光
の
弟
松
根
に
殺
さ
れ
た
と
す
る
*
 
　
の
で

史
料

二

を
天

24

正
五
年
の
文
書
と
す
る
*
 　25

し
か
し
な
が
ら

先
述
の
よ
う
に
鮭
延
が

義
光
の
配
下
に
入
る
の
は

天

正
九

一
五
八
一

年
以
降
で
あ
る

ま
た

大
宝
寺
義
氏
が
拡
張
政
策
を
採

る
の
は
天
正
一
〇
年
こ
ろ
*
 　で

従
来

本
文
書
の
年
付
は

天
正
一
〇

一

26

五
八
二

年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
*
 　

そ
れ
ゆ
え

私
も

ひ
と
ま
ず
天
正
一

27

〇
年
の
文
書
と
考
え
る

安
部
氏
が
Ａ
２
型
花
押
が
据
え
ら
れ
た
第
三
番
目
と
す
る
の
は

天
正
七

一
五
七
九
年
八
月
二
八
日
付
湯
殿
山
宛
最
上
義
光
起
請
文
で
あ
る

こ
の
文

書
は
年
付
が
あ
る
の
で
異
論
は
な
い

安
部
氏
が
Ａ
２
型
花
押
が
据
え
ら
れ
た
第
四
番
目
の
文
書
と
す
る
の
は

年

未
詳
五
月
一
三
日
付
最
上
義
光
書
状
で
あ
る

     

史
料

三

*
 　28

如
承
候

中
略

然
而
爰
元
之
様
子

追
々
敵
軍
押
詰
得
勝
利
候

可
被
心
易

候

將
亦
従
前
々
東
根
へ
御
懇
切
候
之
旨
趣
申
理
候

如
何
様
之
有
子
細

我
々
致
等
閑
候
与
可
被
思
召
候

去
年
春
中
以
來

於
天
童
日
々
城
拵
仕

其

上
号
高
擶
地
可
懸
捕
内
評
令
現
形
候
之
間

即
口
惜
之
段
申
候
之
處

従
東
根

頼
息
代
別
而
奉
公
仕
候

其
筋
目
引
替

天
童
へ
致
候
一
味
候
事

無
是
非
次

第
候

依
之
於
此
度
者

彼
面
も
可
加
退
治
之
旨

令
逼
塞
候

我
々
以
邪
儀

如
此
ニ
者
聊
無
之
候

何
様
自
是
以
飛
脚
可
申
述
候
之
間

早
々

恐
々
謹
言

追
啓

自
砂
金
駿
河
方

中
山
新
介
處
ニ
書
中
令
内
見
候

自
天
童
東
根
様
へ

申
寄

雖
子
細
候

我
々
處
へ
者
以
首
尾
不
通
ニ
被
仰
払
之
由
誠
ニ
御
心
事

深
々
大
慶
之
至
候

此
等
之
儀

如
何
様
急
度
以
飛
脚
可
申
述
候

　
五
月
十
三
日
　
　
　
　
義
光

花
押

　
 高
森
殿
 

留
守
政
景

　安
部
氏
は

本
文
書
を
天
正
九

一
五
八
一

年
の
文
書
と
す
る

内
容
は

天
童
氏
が
城
堅
め
を
す
る
な
ど

も
は
や
天
童
攻
撃
必
死
と
な

た
状
況
下

天
童
と
と
も
に
東
根
氏
も
攻
撃
す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
留
守
政
景
に
伝
え
た
も

の
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え

お
そ
ら
く

天
正
一
二

一
五
八
四

年
の
義
光
に

よ
る
天
童
攻
撃
の
頃
の
文
書
で
あ
ろ
う

安
部
氏
が
Ａ
２
型
花
押
が
据
え
ら
れ
た
第
五
番
目
の
文
書
と
す
る
の
は

次

の
年
未
詳
七
月
二
九
日
付
最
上
義
光
書
状
で
あ
る

史
料

四

*
 　29

前
欠

中
之
儀

無
心
許
候
条

及
重
使
候

尤
頃
日
之
有
長
陳

苦
労
□
□

間

入
馬
之
上

定

而

昼
夜
□
覧
令
推
察
候

併
境
目
ニ
番
懇
被
仰
付
之
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由

其
听
御
大
儀
至
極
候

雖
無
申
迄
候

諸
口
尚
堅
固
之
賦
肝
要
第
一
ニ
候

随
而
当
表
兵
革

到
近
日

田
畠
共
作
毛
悉
薙
捨

終
不
為
開
木
戸

取
詰
候

此
上
者

不
経
日
数
可
退
治
見
当
等
も
雖
有
之

勇
兵
可
相
失
者

徒
事
候
之

間

先
々
取
延
候

乍
去

無
幾
程
可
押
倒
候

別
而
床
敷
不
可
思
召
候

諸

毎
小
関
伊
豆
守
可
申
披
候
条

不
能
細
書
候

恐
々
謹
言

中
略

　
七
月
廿
九
日
　
義
光

花
押

　
宛
所
抹
消

安
部
氏
は

義
光

の
署
名
の
筆
跡
は
七
得
印
の
押
さ
れ
た
天
正
九

一
五

八
一

年
九
月
一
二
日
付
判
物
の
そ
れ
と
近
く

本
文
書
を
そ
の
頃
の
も
の
と

す
る

し
か
し
な
が
ら

本
文
書
は

文
頭
部
分
が
欠
け
て
い
て
内
容
が
取
り

づ
ら
い
う
え
に

宛
所
が
故
意
に
消
さ
れ
て
い
る
た
め

年
代
を
確
定
で
き
な

い
*
 　の
で

判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い

30以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に

安
部
氏
の
花
押
年
代
比
定
に
は
問
題
が
あ
る

そ
こ
で

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て

花
押
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る

図

９

は

天
正
七

一
五
七
九

年
八
月
二
八
日
付
湯
殿
山
宛
最
上
義

光
起
請
文
*
 　に
据
え
ら
れ
た
花
押
で

こ
れ
が

年
付
か
ら

現
時
点
に
お
け

31

る
確
実
に
も

と
も
古
い
Ａ
２
型
花
押
で
あ
る

こ
の
花
押
は

安
部
氏
に
よ

れ
ば

版
刻
花
押
と
す
る
*
 　

本
起
請
文
は

義
光
の
病
気
平
癒
祈
祷
感
謝
の

32

内
容
で
あ
り
そ
れ
以
前
に
義
光
は
重
篤
な
病
気
で
あ

た
こ
と
が
わ
か
る

義
光
は
花
押
も
書
け
な
い
状
況
だ

た
の
で
あ
ろ
う

図

　

は
先
に
史
料

１

と
し
て
論
じ
た
天
正
一
〇

一
五
八
二

年

10

八
月
七
日
付
大
崎
義

宛
最
上
義
光
書
状
で

花
押
は
自
筆
花
押
と
考
え
ら
れ

て
い
る

花
押
は
大
ぶ
り
で

最
大
高
四
・
三
セ
ン
チ
メ

ト
ル

最
大
幅
六
・

二
セ
ン
チ
メ

ト
ル
も
あ
る  図（9）

天正7（1579）年8月28日付
最上義光起請文

（表№3）図（10）
天正10（1582）年8月7日付

最上義光書状
（表№6）
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図

　

は

先
に
史
料

２

と
し
て
分
析
し
た
天
正
一
〇

一
五
八
二

11

年
一
一
月
二
五
日
付
下
国
愛
季
宛
最
上
義
光
書
状
で
あ
る

原
史
料
で
は
な
い

が

東
大
史
料
影
写
本
で
は

花
押
の
最
大
縦
高
は
四
セ
ン
チ
メ

ト
ル

最

大
横
幅
は
五
セ
ン
チ
メ

ト
ル
で
あ
る

図

　

と
図

　

は

同
じ
天
正
一
〇

一
五
八
二

年
に
出
さ
れ
た

10

11

文
書
な
の
に

花
押
の
横
棒
に
付
け
ら
れ
た
二
つ
の
点
の
位
置
が
異
な

て
い

る

し
か
も

図

　

は

図

９

と
似
て
い
る

安
部
氏
は
図

　

11

12

も
版
刻
花
押
と
す
る
*
 　が

お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う

す
な
わ
ち

Ａ
２
型

33

花
押
に
は
自
筆
花
押
と
版
刻
花
押
が
あ
り

相
違
は

そ
れ
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る

図

　

は

先
述
し
た
天
正
一
二

一
五
八
四

年
五
月
一
三
日
付
留
守

12

政
景
宛
最
上
義
光
書
状
に
押
さ
れ
た
花
押
で
あ
る

本
花
押
は

図

　

の
花
押
と
類
似
し
て
お
り

安
部
氏
の
指
摘
の
よ
う

11

に

お
そ
ら
く
版
刻
花
押
で
あ
ろ
う
*
 
　34

と
こ
ろ
で

Ａ
２
型
花
押
は

以
後
も
使
わ
れ
る
が

い
つ
ま
で
使
用
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か

そ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で

注
目
さ
れ
る
の
は

史
料

５

の
天
正
一
八

一
五
九
〇

年
七
月
四
日
付
浅
野
長
政
宛
最
上
義
光
書
状

に
押
さ
れ
た
図

　

の
花
押
で
あ
る

13

図（12）
天正12（1584）年5月13日付

最上義光書状
（表№9）

図（13）
天正18（1590） 年7月4日付
最上義光書状

（表№11）

図（11）
天正10（1582）年11月25日付

最上義光書状
（表№7）
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史
料

五

*
 　35

前
略

先
達
者
及
音
通
候
處

御
懇
答
祝
着
至
候

然
者
此
元
へ
參
着

無
時

刻

家
康
以
御
取
成

遂
出
仕
候
之
處
ニ

何
ニ
モ
御
懇
ニ
被
懸
御
意
候
つ

此
上
之
事
者

累
年
之
宿
望
与
申

京
都
へ
之
御
奉
公
相
勤
申
度
之
願
迄
候

乍
去
只
今
之
拙
者
不
肖
之
進
退
ニ
て
ハ

重
而
上
洛
之
儀
難
叶
段

侘
言
千
萬

候

此
等
之
旨

我
等
罷
越
雖
可
申
述
候

先
々
以
使
札
及
理
候

家
康
へ
御

相
談
を
以

拙
身
上
一
途
於
預
引
立
者

從
最
前
之
御
懇
切
之
筋
目
与
申

一

段
忝
可
畏
入
候

委
曲
新
關
次
兵
衛
尉
口
裡
相
含
候
之
間

定
可
爲
才
覺
候
歟

事
候

恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
出

守

　
 七
月
四
日
 　
　
　
　
　
　
　
　
義
光

花
押

天
正
十
八
年

　
　
　
淺
野
彈
正
少
弼
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
御
陣
所

史
料

五

は

年
付
が
な
い
が

最
上
義
光
が
徳
川
家
康
を
仲
介
者
と
し

て

豊
臣
秀
吉
の
配
下
に
入
る
工
作
を
伝
え
る
内
容
で
あ
り

秀
吉
が
天
下
統

一
し
た
天
正
一
八

一
五
九
〇

年
の
文
書
と
考
え
ら
れ
て
き
た

筆
者
も
天

正
一
八
年
の
文
書
と
考
え
る

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

義
光
は
図

　13

の
よ
う
に

Ａ
２
型
花
押
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
る

図
は

東
大
史
料
編

纂
所
影
写
本
で
あ
り

版
刻
か
自
筆
か
を
判
断
で
き
な
い

た
だ
し

花
押
の

最
大
高
は
四
セ
ン
チ
メ

ト
ル

最
大
幅
は
五
・
二
セ
ン
チ
メ

ト
ル
で
あ
り

ほ
ぼ
版
刻
花
押
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
り

版
刻
花
押
か
も
し
れ
な
い

と
は
い

え

よ
く
で
き
た
影
写
本
で
あ
り

Ａ
２
型
の
花
押
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う

と
す
れ
ば

義
光
は
Ａ
２
型
花
押
を
天
正
一
八
年
ま
で
使
用
し

つ
づ
け
た
こ
と
に
な
る

と
こ
ろ
が

天
正
一
九

一
五
九
一

年
に
な
る
と

全
く
異
な
る
図

　14

の
よ
う
な

Ｂ
型
花
押
を
使
い
始
め
る

図

　

の
花
押
は

天
正
一
九

一
五
九
一

年
五
月
三
日
付
某
宛
最
上

14

義
光
書
状
*
 　で
あ
る

年
付
が
な
い
が

内
容
は
天
正
一
九
年
の
九
戸
一
揆
討

36

伐
な
ど

奥
州
再
仕
置
に
関
し
て
の
豊
臣
秀
次
の
奥
州
出
馬
予
定
な
ど
が
書
か

れ
て
お
り

天
正
一
九
年
の
も
の
で
あ
ろ
う

と
す
れ
ば

Ａ
２
型
に
変
わ

て

Ｂ
型
花
押
を
使
い
だ
し
た
と
い
え
る

以
後

後
述
の
ご
と
く

慶
長
八
年

慶
長
一
五
年

慶
長
一
七
年
に
例
外

図（14）
天正19 （1591） 年5月3日付
最上義光書状

（表№13）
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的
に
Ａ
２
型
花
押
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
が

基
本
的
に
は
Ｂ
型
な
ど
異
な

る
花
押
使
用
に
変
化
し
て
ゆ
く

以
上

最
上
義
光
の
Ａ
型
花
押
に
は

Ａ
１
型
と
Ａ
２
型
の
二
パ
タ

ン
が

あ
り

さ
ら
に
Ａ
２
型
に
は
自
筆
型
と
版
刻
型
の
二
つ
が
あ

た
こ
と
が
明
か

と
な

た

と
こ
ろ
で

Ａ
２
型
は

義
光
が
Ｃ
型
な
ど
を
使
う
よ
う
に
な

た
慶
長
期

に
お
い
て
も
使
用
す
る

こ
の
点
に
つ
い
て
は

山
形
県
史
*
 　

が

そ
れ

37

ら
の
文
書
を
偽
文
書
と
疑

た

そ
の
上

花
押
分
析
を
行

た
安
部
氏
も
偽

文
書
と
す
る
*
 　38

た
し
か
に

現
在
平
清
水
家
に
あ
る
文
書
は

紙
質
な
ど
が
疑
わ
し
い
し

花
押
も
図

　

の
よ
う
に

Ａ
２
型
と
は
異
な

て
お
り

大
い
に
疑
わ
し

15

い
*
 
　39と

こ
ろ
が

筆
者
が
二
〇
一
八
年
に
山
形
市
内
の
個
人
宅
で
見
い
だ
し
た
慶

長
八
年
四
月
一
一
日
付
平
清
水
下
野
守
宛
最
上
義
光
文
書
∧
図

　

∨
と
慶

16

長
一
七
年
八
月
一
五
日
付
平
清
水
下
野
守
宛
最
上
義
光
借
用
状

∧
図

　

∨

17

に
は

Ａ
２
型
が
据
え
ら
れ

そ
の
花
押
の
最
大
高
は
四
・
三
セ
ン
チ
メ

ト

ル

最
大
横
幅
は
六
・
三
セ
ン
チ
メ

ト
ル
と
大
ぶ
り
で

図

　

の
自
筆

10

花
押
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る

そ
れ
ゆ
え

そ
れ
ら
の
文
書
を
た
だ
ち
に
は
偽
文
書
と
は
言
い
が
た
い

と

す
れ
ば

ひ
と
ま
ず
義
光
に
よ

て

平
清
水
氏
に
対
し
て
は
慶
長
期
に
Ａ
２

型
の
文
書
が
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

で
は
何
故
に
義
光
は
Ａ
２
型
を
据
え
た
の
で
あ
ろ
う
か

理
由
は
明
確
で
は

な
い
が

や
は
り
文
書
を
も
ら

た
平
清
水
下
野
が
鍵
と
な
る

平
清
水
下
野
氏
は

第
一
五
代
将
軍
足
利
義
昭
の
子
ど
も
で
あ

た
と
い

う

そ
れ
ゆ
え
最
上
義
光
は
平
清
水
下
野
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

図（15）
慶長8 （1603） 年4月11日付
最上義光知行宛行状

（表№42）

図（16）　　  慶長8（1603）年4月11日付
　　　　　　 最上義光知行宛行状

（表№42）

図（17）　　　　慶長17年8月15日付
　　　　　　　  最上義光借用状

（表№5）



最
上
義
光
花
押
再
考

１１―　　―

最
上
義
光
分
限
帳
に
よ
れ
ば

三
〇
〇
〇
石
の
石
高
を
い
た
だ
い
て
い

た
*
 
　

そ
れ
ゆ
え

平
清
水
氏
に
は
義
光
は
足
利
氏
系
の
花
押
で
あ
る
Ａ
２
型

40
を
使
用
し
た
と
考
え
て
お
こ
う

こ
う
し
た
ケ

ス
の
存
在
は

花
押
編
年
を

考
え
る
際
に
注
意
す
べ
き
事
例
と
い
え
よ
う

　
　
第
二
章
　
Ａ
型
以
外
の
花
押

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
例
外
は
あ
る
が
Ａ
２
型
の
使
用
は
天
正
一
八
一

五
九
〇

年
を
も

て
ひ
と
ま
ず
停
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る

と
い
う
の
も

Ａ
型
は

足
利
将
軍
家
の
花
押
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
り

豊
臣
政
権
の

成
立
に
と
も
な
い

義
光
は
花
押
を
変
え
た

す
な
わ
ち

Ｂ
型
の
使
用
開
始

で
あ
る

Ｂ
型
花
押

Ｂ
型
は

先
述
の
天
正
一
九

一
五
九
一

年
五
月
三
日
付
某
宛
最
上
義
光

書
状
に
据
え
れ
た
花
押
∧
図

　

∨
を
初
見
と
し

文
禄
四

一
五
九
五

14

年
ま
で
使
用
が
確
認
で
き
る

Ｂ
型
花
押
は

出
羽

を
元
に
し
た
花
押
と
推
測
さ
れ

豊
臣
政
権
下
の
出

羽
の
支
配
者
と
し
て
の
意
識
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

Ｃ
型
花
押
の
も
と

に
な

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
*
 　41

武
田
氏
は

Ｂ
型
花
押
に
つ
い
て
は

残
存
例
が
少
な
い
と
さ
れ

花
押
分

析
は
さ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い

た
だ
Ｂ
１
型
∧
図
　
∨
Ｂ
２
型
∧
図

18

　

∨
の
二
型
が
あ

た
と
さ
れ
る
*
 　

確
か
に
Ｂ
型
花
押
の
文
書
は
多
く

20

42

は
な
い
が

幸
い
に
年
付
の
あ
る
文
書
が
多
く

天
正
一
八

一
五
九
〇

年

か
ら
文
禄
四

一
五
九
五

年
ま
で
毎
年
の
花
押
を
追
う
こ
と
が
で
き
る

図（18）
天正20 （1592） 年3月28日付
最上義光書状

（表№15）

図（19）
文 禄2 （1593） 年5月20日 付
最上義光等20名連署状

（表№17）

図（20）
文禄3 （1594） 年1月28日付
最上義光知行宛行状

（表№18）

図（21）
文禄4 （1595） 年7月20日
最上義光等30名連署起請文

（表№19）



―　　―１２

山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学

第
十
九
巻
第
三
号

図
を
見
れ
ば

筆
の
運
び
に
違
い
が
見
ら
れ
る
が

基
本
的
に

出
羽

と

書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

た
だ

毎
年
少
し
変
わ

て
い
る
が

先
述
の

よ
う
に

武
田
氏
は

図

　

を
Ｂ
１
型
と
し

図

　

を
Ｂ
２
型
と
す

18

20

る

筆
の
運
び
に
注
目
す
る
と

図

　

と
図

　

に
も
相
違
が
あ
る
が

18

19

新
た
な
型
を
立
て
る
べ
き
か
は

今
後
の
史
料
の
発
見
に
期
待
し
よ
う

Ｃ
型
花
押

Ｃ
型
花
押
は

管
見
の
限
り
で
は
図

３

①
を
初
見
と
す
る

図

３

①
は

慶
長
三

一
五
九
八

年
八
月
三
日
付
専
称
寺
宛
最
上
義
光
禁
制
*
 　に
43

書
か
れ
た
花
押
で
あ
る

Ｃ
型
花
押
は

慶
長
期
に
使
用
さ
れ
た

Ｃ
型
花
押
に
関
し
て
は

武
田
氏

に
よ

て
先
述
の
図

３

①
の
よ
う
な
Ｃ
１
型
か
ら

図

３

②
の
よ
う

な
Ｃ
２
型
へ
と
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る

す
な
わ
ち

慶
長
五

一
六
〇
〇
・
六

一
六
〇
一

年
頃
ま
で
は
腰
高
の

肥

た
猪
に
似
た
形
で
あ
る
が

そ
れ
以
後
は
段
々
腰
が
低
く
な
り

遂
に
は

ね
そ
べ

た
猪
の
如
き
ス
タ
イ
ル
に
な

て
し
ま
う
*
 　

い
う

44

引
用
し
た
花
押
の
変
化
か
ら
も

確
か
に

そ
う
し
た
変
化
の
事
実
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る

し
か
し

武
田
氏
は

そ
う
し
た
変
化
の
意
味
に
つ
い

図（22）
慶長5 （1600）年11月8日付

最上義光書状
（表№31）

 図（23）
慶長7 （1602）年7月23日付
最上義光知行宛行状

（表№33）

図（24）
慶長9 （1604） 年閏8月2日付

最上義光書状
（表№43）

図（25）
慶長11（1606） 年2月7日付

最上義光書状
（表№45）

図（26）
年未詳10月14日付

最上義光書状
（表№36）

図（３）①
① 慶 長3 （1598） 年8月2日 付
最上義光禁制

（表№21）
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て
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

こ
の
点
を
考
え
る
う
え
で

そ
う
し
た
変
化
が
起
こ

た
時
期
は
重
要
で
あ

る

と
い
う
の
も

ま
さ
に
そ
の
時
期
は

慶
長
五

一
六
〇
〇

年
九
月
一

五
日
の
関

原
合
戦
と

そ
れ
と
連
動
し
て

最
上
義
光
は
家
康
方
に
味
方
し

て
慶
長
出
羽
合
戦
を
戦
い

直
江
兼
続
率
い
る
上
杉
勢
に
勝
利
し
た
か
ら
で
あ

る

そ
の
結
果

最
上
義
光
は
慶
長
六
年
に
は
二
〇
万
石
の
豊
臣
大
名
か
ら
五

七
万
石
の
徳
川
方
大
名
と
な

た
の
で
あ
る

こ
う
し
た
重
要
な
身
分
変
化
こ

そ
が
花
押
変
化
の
背
景
で
あ
ろ
う

Ｄ
型
花
押

Ｄ
型
花
押
は

図

４

の
よ
う
な

文
禄
二

一
五
九
三

年
五
月
一
八

日
付
最
上
義
光
書
状
写
の
み
に
見
え
る
花
押
で
あ
る

武
田
氏
は

き
ち
ん
と

し
た
写
と
判
断
し
て

Ｄ
型
花
押
を
立
て
た

し
か
し

当
時
は
Ｂ
型
花
押
の

時
期
で
あ
る

さ
ら
に

原
史
料
で
は
な
い
写
で
あ
り
*
 　

Ｄ
型
を
立
て
る
べ

45

き
か
大
い
に
疑
問
で
あ
る

そ
こ
で

本
稿
で
は

ひ
と
ま
ず
Ｄ
型
花
押
を
立

て
な
い
こ
と
に
す
る

Ｅ
型
花
押

Ｅ
型
花
押
は

図

５

の
よ
う
な

出

の
文
字
で
あ
る

こ
の
文
字

は

図

　

*
 　∧
実
は
図

５

の
下
部
の
部
分
も
含
め
た
図
∨

図

　

27

46

28

の
よ
う
に
印
判
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
*
 　

そ
れ
ゆ
え

花
押
と

47

い
う
よ
り

出
羽
守
を
略
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う

な
お

図

　

は

28

秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
一
つ
で

原
本
で
は
な
く

写
で
あ
る

以
上
の
理
由
か
ら

Ｄ

Ｅ
両
型
花
押
は
ひ
と
ま
ず
花
押
型
か
ら
は
ず
し
て

考
え
る

　
　
お
わ
り
に

以
上

本
稿
で
は
最
上
義
光
の
花
押
変
化
に
注
目
し

Ａ
型
か
ら
Ｃ
型
の
型

式
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た

ま
た

Ａ
型
に
は
Ａ
１
型
と
Ａ
２
型
の
存
在
を

明
ら
か
に
し
た

ま
た

Ｃ
型
に
関
し
て
も

Ｃ
１
型
か
ら
Ｃ
２
型
へ
の
変
化

図（27）
年未詳12月28日付
最上義光書状写

図（28）
年未詳11月21日付
最上義光書状
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山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学

第
十
九
巻
第
三
号

の
背
景
に

最
上
義
光
が
関

原
の
戦
い
後
の
慶
長
六

一
六
〇
一

年
に
二

〇
万
石
の
豊
臣
大
名
か
ら
五
七
万
石
の
徳
川
方
大
名
と
な
る
と
い
う
身
分
変
化

な
ど
を
指
摘
し
た

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
て
み
る
と

お
お
よ
そ
の
花
押
年
代
を
比
定
で

き
る

た
と
え
ば

図

　

の
文
書
は

年
付
が
な
い
が

慶
長
一
六

一

26

六
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
付
小
国
摂
津
守
宛
最
上
義
光
書
状
と
さ
れ
て
き
た

す
な
わ
ち
義
光
晩
年
の
花
押
と
さ
れ
て
き
た

し
か
し
花
押
か
ら
見
れ
ば

図

　

図

　

の
花
押
に
よ
く
似
て
お
り

お
そ
ら
く

慶
長
七

一
六

23

24

〇
二

九

一
六
〇
四

年
こ
ろ
の
花
押
で
あ
ろ
う

以
上
の
よ
う
に

花

押
の
編
年
分
析
は

欠
年
文
書
の
年
代
比
定
に
有
効
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
本
稿
を
終
え
よ
う

注*
 1花
押
の
研
究
お
よ
び
研
究
史
な
ど
に
つ
い
て
は

佐
藤
進
一

花
押
を
読
む

平
凡
社

二
〇
〇
〇

上
島
有
中
世
花
押
の
謎
を
解
く
　
足
利
将
軍
家
と
そ
の
花
押

山
川
出
版
社

二
〇
〇
四

な
ど
参
照

な
お

伊
達
政
宗
の
花
押
に
つ
い
て
は
石
田
悦
夫

伊
達
政
宗
の

花
押
変
遷

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
一
二
号

一
九
八
一

上
杉
謙
信

の
花
押
に
つ
い
て
は
前
嶋
敏

越
後
文
書
宝
翰
集
に
お
け
る
上
杉
謙
信
署
判
文
書

矢
田
俊

文
編

室
町
・
戦
国
・
近
世
初
期
の
上
杉
氏
史
料
の
帰
納
的
研
究

新
潟
大
学
人
文
学
部

二
〇
〇
六

な
ど
参
照

*
 2

山
形
市
史
史
料
編
１
最
上
氏
関
係
史
料

山
形
市

一
九
七
三

以
下

山
形
市

史

と
略
す

四
四
頁
な
ど

後
に

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

小
松
印
刷

二
〇
〇
七

に
加
筆
の
上
で
採
録
さ
れ
て
い
る

*
 3
安
部
俊
治

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

伊
藤
清
郎
編

最
上
氏
と

出
羽
の
歴
史

高
志
書
院

二
〇
一
四

*
 4
松
尾
剛
次

最
上
義
光
文
書
の
古
文
書
学
　
判
物
・
印
判
状
・
書
状

山
形
大
学
大
学

院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要

一
一

二
〇
一
四

*
 5松
尾

家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光

柏
書
房

二
〇
一
六

*
 6

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

∧
前
注

５

∨
一
七
九

一
八
二
頁

武
田
氏
は
典
拠
な
ど
を
明
記
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
に

す
べ
て
の

文
書
を
一
か
ら
再
調
査
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

ま
た

所
有
者
が
代
わ

て
い
た
り

散

逸
し
て
い
て

残
念
な
が
ら

す
べ
て
の
最
上
義
光
文
書
の
原
本
調
査
が
で
き
な
か

た

最
上
義
光
文
書
表

の
花
押
欄
で
Ｆ
と
記
し
た
の
は

花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
わ

か

て
い
る
が

ど
の
型
な
の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る

*
 7

山
形
県
史
古
代
中
世
史
料
１
資
料
編
１
５
上

山
形
県

一
九
七
七

以
下

山
形

県
史
上
と
略
す

山
形
県
史
古
代
中
世
史
料
２
資
料
編
１
５
下

山
形
県
一
九
七
九

*
 8

山
形
市
史

∧
前
注

２

∨
の
口
絵
に
写
真
が
あ
る

平
成
三
一

二
〇
一
九

年

四
月
二
五
日
に
原
史
料
調
査
を
行

た

そ
の
際

立
石
寺
住
職
清
原
氏
の
ご
協
力
を
得
た

*
 9松
尾

家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光

∧
前
注

５

∨

*
 　

山
形
市
史

∧
前
注

２

∨
二
三
八
頁

秋
田
藩
家
蔵
文
書

Ａ280    －69   －13    

10－2

 7  
*
 　安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
五
頁

11*
 　上
島
有

中
世
花
押
の
謎
を
解
く
　
足
利
将
軍
家
と
そ
の
花
押

∧
前
注

１

∨
二
九

12八
頁

*
 　
上
島
有

中
世
花
押
の
謎
を
解
く
　
足
利
将
軍
家
と
そ
の
花
押

∧
前
注

１

∨
二
九

13
四
頁



最
上
義
光
花
押
再
考

１５―　　―

*
 　
松
尾

家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光

∧
前
注

５

∨
五
四
・
五
五
頁

14
*
 　
松
尾

家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光

∧
前
注

５

∨
五
三
・
五
四
頁

15
*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
二
九
頁

足
利

16
義
昭
の
花
押
に
つ
い
て
は
蕪
木
宏
幸

足
利
義
昭
の
研
究
序
説

義
昭
の
花
押
を
中
心
に

書
状
研
究

一
六

二
〇
〇
三

上
島
有

中
世
花
押
の
謎
を
解
く
　
足
利
将
軍
家
と
そ

の
花
押

∧
前
注

１

∨
参
照

*
 　
足
利
氏

と
り
わ
け
義
輝

義
昭
の
花
押
に
つ
い
て
は
上
島

中
世
花
押
の
謎
を
解
く
　

17
足
利
将
軍
家
と
そ
の
花
押

∧
前
注

１

∨
二
六
四
頁
な
ど
を
参
照
し
た

*
 　

古
川
市
史
七

資
料
Ⅱ

古
代
・
中
世
・
近
世
１

古
川
市

二
〇
〇
一

一
五
四

18
頁

横
手
市
史
史
料
編
古
代
・
中
世

横
手
市

二
〇
〇
六

四
一
七
頁

本
文
書
の
原

史
料
を
二
〇
一
九
年
五
月
に
見
る
こ
と
が
で
き

校
訂
を
行

た

*
 　
本
中
山
城
に
つ
い
て
は
保
角
里
志

谷
木
沢
楯
跡
と
中
山
玄
蕃

羽
陽
文
化

一
六

19
三

二
〇
一
九

参
照

*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
二
頁

20
*
 　
鮭
延
秀
綱
が
い
つ
最
上
義
光
の
軍
門
に
降

た
か
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
が

主
要

21
な
学
説
は
天
正
九

一
五
八
一

年
説

粟
野
俊
之

最
上
義
光

日
本
史
史
料
研
究
会

二
〇

一
七

と
天
正
一
三
年
説

保
角
里
志

南
奥
羽
の
戦
国
を
読
む

高
志
書
院

二
〇
一
二

七
八
頁

で
あ
り

い
ず
れ
も
天
正
九
年
以
降
と
す
る

本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
粟
野
説
に
従

て
天
正
九
年
説
に
立
つ
が

今
後
の
議
論
を
待
ち
た
い

*
 　

性
山
公
治
家
記
録
巻
四

五
五
九
頁

天
正
一
〇
年
四
月
一
八
日
条

22
*
 　

山
形
市
史

∧
前
注

２

∨
二
八
八
頁

能
代
市
史
古
代
・
中
世
編

一
の
口
絵
・

23
*
 　

寒
河
江
市
史
　
大
江
氏
な
ら
び
に
関
係
史
料

寒
河
江
市

二
〇
〇
一

一
〇
一
頁

24安
中
坊
系
図

に
関
し
て
は

資
料
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が

白
岩
八
郎
四
郎
廣
隆
が

天
正
五

一
五
七
七

年
に
死
亡
し
た
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
ろ
う

*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
三
頁

25
*
 　
粟
野

最
上
義
光

∧
前
注

　

∨
一
三
八
頁

菅
原
義
勝

東
禪
寺
氏
永
考

山

26

２１

形
県
地
域
史
研
究
　

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会

二
〇
一
四

な
ど
も
参
照

３９

*
 　
た
と
え
ば

横
手
市
史
史
料
編
古
代
・
中
世

∧
前
注

　

∨
四
一
八
・
四
一
九
頁

27

１８

*
 　

砂
金
文
書

山
形
県
史
上

∧
前
注

７

∨
五
二
八
頁

写
真
は

山
形
県
史
上

28
の
口
絵
三
頁

仙
台
市
史

一

別
冊

な
ど
参
照

*
 　

鴇
田
家
文
書

古
川
市
史
七

資
料
Ⅱ

古
代
・
中
世
・
近
世
１

∧
前
注

　

∨

29

１８

一
五
六
頁

*
 　
た
だ

Ａ
２
型
の
版
刻
花
押
の
よ
う
で
あ
り

天
正
期
の
も
の
で
あ
ろ
う

本
文
書
に
つ

30
い
て
は
J
.
F
.
モ
リ
ス

仙
台
藩

鴇
田
家
文
書

に
つ
い
て

仙
台
郷
土
研
究
 一
五

巻
一
号

通
巻
二
四
〇
号

一
九
九
〇

を
参
照
さ
れ
た
い

な
お

令
和
元
年
八
月
二
三

日
に
原
史
料
調
査
を
行

た

石
田
悦
夫
氏

高
橋
誠
明
氏

鴇
田
茂
登
子
氏
の
ご
協
力
を

得
た

*
 　

山
形
県
史
上

∧
前
注

７

∨
二
五
八
頁

山
形
市
史

∧
前
注

２

∨
二
八

31
七
頁

柴
辻
俊
六
・
千
葉
篤
志
編

史
料
集

萬
葉
莊
文
庫

所
蔵
文
書

日
本
史
史
料
研

究
会
企
画
部

二
〇
一
三

二
八
頁
に
写
真
と
解
説
が
あ
る

*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
二
頁

版
刻

32
花
押
で
あ
れ
ば

他
の
版
刻
花
押
と
比
較
す
れ
ば
良
い
が

残
念
な
が
ら
原
史
料
対
校
が
で

き
て
い
な
い

*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
二
頁

33
*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
二
頁

34
*
 　

山
形
県
史
上

∧
前
注

７

∨
九
九
三
頁

大
日
本
史
料

一
二

一
三

五
八

35
一
頁

*
 　

庄
司
喜
与
太
氏
所
蔵
文
書

山
形
県
史
上

∧
前
注

７

∨
一
六
九
頁

36
*
 　

山
形
県
史
上

∧
前
注

７

∨
二
二
五
頁

37
*
 　
安
部

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

∧
前
注

３

∨
三
六
頁

38
*
 　
武
田
氏
は

気
品
が
あ
り
正
文
と
す
る

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化

39
史
の

研
究

∧
前
注

２

∨
一
七
八
頁

が

花
押
は
異
な

て
い
る

お
そ
ら
く
写



―　　―１６

山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学

第
十
九
巻
第
三
号

で
あ
ろ
う

*
 　武
田

平
清
水
家
文
書
御
用
萬
覚
書
日
記

山
形
市
史
編
集
資
料
一
一
号

山
形
市
史

40編
集
委
員
会

一
九
六
八

一
二
・
一
三
頁

*
 　

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

∧
前
注

２

∨
一
七
八

41頁*
 　

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

∧
前
注

２

∨
一
七
九

42頁*
 　

専
称
寺
文
書

山
形
市
史

一
六
二
頁

写
真
は
武
田
喜
八
郎
氏
所
蔵
で
あ
る

43*
 　

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

∧
前
注

２

∨
二
〇
二

44頁*
 　

武
田
喜
八
郎
著
作
集
　
巻
１
　
山
形
県
文
化
史
の

研
究

∧
前
注

２

∨
一
八
一

45頁*
 　

年
未
詳
一
二
月
二
八
日
付
赤
尾
津
豊
前
宛
最
上
義
光
書
状
写

山
形
市
史

∧
前
注

46２

∨
二
三
九
頁

*
 　

年
未
詳
一
一
月
二
一
日
付
北

大
学
宛
最
上
義
光
書
状

最
上
川
土
地
改
良
区
所
蔵

47文
書

　
付
記

本
稿
作
成
に
際
し
て
は

文
書
所
有
者
を
初
め
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
・
ご
協
力
を
得
た

と

り
わ
け

片
桐
繁
雄
氏

武
田
喜
八
郎
氏

北
畠
教
爾
氏

石
田
悦
夫
氏

秋
保
良
氏

揚

妻
昭
一
郎
氏

粟
野
俊
之
氏
ら
に
は
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
こ
と
を
記
し
て

感
謝
の
意
を

表
し
た
い



最
上
義
光
花
押
再
考

１７―　　―

最
上
義
光
文
書
表

花
押
が
据
え
ら
れ
た
文
書
の
み

　no123456789　10　11　12

年
月
日

1
5
7
0

永
禄
　

年

１３

1
月
吉
日

1
5
7
2

元
亀
3

年

3
月
　
日
17

1
5
7
9

天
正
7

年

8
月
　
日
28

1
5
8
1

天
正
9

年
カ

5
月

梅
　
日
16

1
5
8
1

天
正
９

年
カ

　
月
　
日

12

10

1
5
8
2

天
正
　

年
カ

10

8
月
７
日

1
5
8
2

天
正
　

年
カ

10

　
月
　
日

11

25

1
5
8
３

天
正
　

年
カ

1１

4
月
1
日

1
5
8
4

天
正
　

年
カ

12

5
月
　
日
13

1
5
8
8

天
正
　

年
カ

16

　
月
5
日

111
5
9
0

天
正
　

年
カ

18

7
月
4
日

天
正
年
中
カ
7
月
　
日
29

文
書
名

最
上
義
光
言
上
状

最
上
義
光
知
行
宛
行

状
写

最
上
義
光
祈
願
状

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

差
出
人

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

受
取
人

立
石
寺

萩
生
田
弥
五
郎

湯
殿
山

砂
越

也
足
軒

有
路
水
主

大
崎
殿

義
隆

下
国

愛
季

古
口

秋
穂
飛
騨

高
森

留
守
政
景

鈴
木
能
登
守

浅
野

長
政

？

料
紙
の
形
態

竪
紙

竪
紙

竪
紙

？？竪
紙

竪
紙

？竪
紙

？横
折
紙

竪
紙

典
拠
・
参
照

立
石
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
９

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
３
８

山
形
県
史
上
２
５
８
・
山
形
市
史
２
８
７

山
形
県
史
上
３
６
１

山
形
県
史
上
３
３
８

横
手
市
史
史
料
編
古
代
・
中
世
４
１
７

古
川
市
史
７

１
５
４

安
部
俊
治

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し

て
の
性
格

伊
藤
清
郎
編

最
上
氏
と
出
羽
の
歴
史

に
花
押
の
写
真
あ
り

山
形
市
史
２
８
８

鶴
岡
市
史
上
図
版
　23

山
形
県
史
上
１
６
２

山
形
市
史
２
１
２

安
部
俊
治

花
押
に
見
る
最
上
氏
の
領
主
と
し
て
の
性
格

伊
藤
清

朗
編

最
上
氏
と
出
羽
の
歴
史

に
写
真
あ
り

砂
金
文
書
山
形
県
史
上
５
２
８
仙
台
市
史
１
別
冊

山
形
県
史
上
２
２
３

山
形
県
史
上
９
９
３

大
日
本
史
料
　－

　

５
８
１

１２

１３

鴇
田
家
文
書
・
古
川
市
史
７

１
５
６

２
４
９

花
押
形
式

Ａ
１

Ａ
２
？

Ａ
２

Ａ
２
？

Ａ
２

Ａ
２

Ａ
２

Ａ
２

Ａ
２

ＦＡ
２

Ａ
２



―　　―１８

山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学

第
十
九
巻
第
三
号

　no　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

年
月
日

1
5
9
1

天
正
　

年
カ

19

5
月
3
日

1
5
9
1

天
正
　

年
カ

19

8
月
　
日
12

1
5
9
2

天
正
　

年
カ

20

3
月
　
日
28

1
5
9
3

文
禄
2

年
カ

5
月
　
日
18

1
5
9
3

文
禄
2

年
カ

5
月
　
日
20

1
5
9
4

文
禄
３

年

1
月
　
日
28

1
5
9
5

文
禄
4

年

7
月
　
日
20

1
5
9
5

文
禄
4

年

　
月
　
日

11

18

1
5
9
8

慶
長
3

年

8
月
2
日

年
未
詳
　
月
7
日

12

1
5
9
9

慶
長
4

年

8
月
　
日
27

文
書
名

最
上
義
光
言
上
状

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状
写

徳
川
家
康
等
　
名
連

２０

署
請
文

最
上
義
光
知
行
宛
行

状織
田
常
真

最
上
義

光
等
　
名
連
署
起
請

３０

文最
上
義
光
制
札
写

最
上
義
光
掟
書

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

差
出
人

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

徳
川
家
康
山
県

出
羽
侍
従
ほ
か

最
上
義
光

織
田
常
真

羽

柴
出
羽
侍
従
な

ど最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

受
取
人

？小
介
川
治
部
少
輔
仁

賀
保
兵
庫
頭
滝
沢
又

五
郎

岩
屋
能
登
守

内
超
宮
内
少
輔

蔵
増
大
膳
亮

い
ら
こ
信
濃

豊
臣
秀
吉

光
明
寺

宮
部
中
務
法
印

民

部
卿
法
印

富
田
左

近
将
監
殿

増
田
右

衛
門
尉
殿

石
田
治

部
少
輔
殿

長
束
大

蔵
太
輔
殿

鳥
海
・
月
山
両
所
神

？専
称
寺
乗
慶

辻
所
左
衛
門

志
村
伊
豆
・
中
山
玄

蕃

料
紙
の
形
態

横
折
紙

?切
紙

継
紙

継
紙

横
折
紙

継
紙

？竪
紙

？続
紙

典
拠
・
参
照

庄
司
喜
与
太

大
石
田

氏
所
蔵
文
書

山
形
県
史
１

６
９

吉
江
氏
旧
蔵
文
書

秋
田
藩
家
蔵
文
書
　－

1
1
4
・
山
形
市
史
２
４
９

43

立
石
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
７
１

伊
達
文
書
・
山
形
市
史
２
７
０
・
２
７
１

上
越
市
史
別
編
２

6
8
5

光
明
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
１
山
形
県
史
上
２
１
１

大
阪
城
天
守
閣
所
蔵
文
書

ね
ね
と
木
下
家
文
書

7
9

1
5
3
頁

山
形
県
史
下
２
９
６

専
称
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
２

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
5
0

常
念
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
４

花
押
形
式

Ｂ
1

Ｂ
1

Ｂ
1

FＢ
1

Ｂ
2

Ｂ
1

FＣ
１

Ｃ
１

Ｃ
１



最
上
義
光
花
押
再
考

１９―　　―

　no　24　25　26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　36

年
月
日

1
6
0
0

慶
長
5

年
カ

5
月
７
日

1
6
0
0

慶
長
5

年
カ

7
月
　
日
21

1
6
0
0

慶
長
５

年

8
月
　
日
20

1
6
0
0

慶
長
５

年
カ

9
月
　
日
22

1
6
0
0

慶
長
５

年
カ

　
月
8
日

101
6
0
0

慶
長
５

年
カ

　
月
　
日

10

15

1
6
0
0

慶
長
５

年
カ

　
月
　
日

10

22

1
6
0
0

慶
長
５

年
カ

　
月
8
日

111
6
0
1

 慶
長
6

年
カ

閏
　
月
　
日

11

19

1
6
0
2

慶
長
７

年

７
月
　
日
２３

1
6
0
2

慶
長
７

年

７
月
　
日
２３

1
6
0
2

慶
長
７

年
カ

７
月
　
日
２5

1
6
0
2

慶
長
７

年
カ

　
月
　
日

10

14

文
書
名

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
起
請
文

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
知
行
宛
行

状最
上
義
光
知
行
宛
行

状最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

差
出
人

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

受
取
人

仁
賀
保

赤
津

滝

沢小
野
寺
遠
江
守

義

道戸
沢
九
郎
五
郎

政

盛上
野

留
守
政
景

秋
藤

秋
田
実
季

伊
上
野
留
守
政
景

伊
上
州
留
守
政
景

伊
達
政
宗

小
幡
播
磨
守
昌
高

里
見
薩
摩

景
佐

里
見
薩
摩

景
佐

三
坂
越
前
守

小
国
摂
津
守

料
紙
の
形
態

？切
紙

牛
玉
宝
印

竪
紙

切
紙

折
紙

折
紙

折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

？横
折
紙

典
拠
・
参
照

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
４
７
・
２
４
８

山
形
県
史
下
５
８
３

横
手
市
史
史
料
編
中
世
補
遺
２

７
頁

戸
沢
文
書
・
山
形
市
史
１
８
４

留
守
文
書
・
山
形
市
史
２
７
３

秋
田
家
文
書
・
山
形
市
史
２
７
２

横
手
市
史
史
料
編

古
代
・
中
世
５
９
５

山
形
県
史
上
１
０
０
３

１
０

０
５

留
守
文
書
・
山
形
市
史
２
７
３

留
守
文
書
・
山
形
市
史
２
７
４

山
形
県
史
上
5
2
7

伊
藤
文
書
・
山
形
市
史
１
８
２
・
１
８
３

大
日
本
史

料
　－

　

５
８
１

山
形
県
史
上
3
3
5
・
3
3
6

１２

１３

伊
達
文
書

山
形
県
史
上
6
2
5

小
幡
文
書

粟
野
俊
之

最
上
義
光

2
3
9
頁

コ

ピ

は
行
田
市
小
幡
好
則
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た

東
根
市
史
里
見
家
文
書
１

東
根
市
史
里
見
家
文
書
２

新
編
会
津
風
土
記
巻
之
七

1
0
8

折
原
文
書
・
山
形
市
史
１
７
６

花
押
形
式

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｃ
２

Ｃ
２

?Ｃ
２



―　　―２０

山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学

第
十
九
巻
第
三
号

　no　37　38　39　40　41　42　43　44　45　46　47　48　49　50

年
月
日

年
未
詳

慶
長
８
年
以
後

3
月
　
日
18

1
6
0
3

慶
長
8

年
カ

3
月
　
日
27

1
6
0
3

慶
長
8

年
カ

3
月
　
日
27

1
6
0
3

慶
長
8

年
カ

3
月
　
日
27

1
6
0
3

慶
長
8

年
カ

3
月
　
日
27

1
6
0
3

慶
長
8

年

4
月
　
日
11

1
6
0
4

慶
長
9

年

閏
8
月
2
日

1
6
0
6

慶
長
　

年

11

1
月
3
日

1
6
0
6

慶
長
　

年
カ

11

2
月
7
日

1
6
0
6

慶
長
　

年
カ

11

2
月
7
日

1
6
0
9

慶
長
　

年

１４

2
月
　
日
18

1
6
1
0

慶
長
　

年

１５

6
月
　
日
26

1
6
1
1

慶
長
　

年
カ

１６

6
月
　
日
10

1
6
1
1

慶
長
　

年
カ

１６

8
月
5
日

文
書
名

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
知
行
宛
行

状最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
感
状

最
上
義
光
知
行
宛
行

状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状
写

差
出
人

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

受
取
人

？

稲
荷

藤
田
守
右
衛
門

佐
藤
喜
兵
衛

田
辺
内
記

広
川
喜
右
衛
門

平
清
水
下
野

豊
臣
秀
吉

志
村
伊
豆

坂
紀
伊

東
根
薩
摩

景
佐

志
村
伊
豆

坂
紀
伊

平
楽
寺
友
衛
門

平
清
水
下
野
義
行

北
館
大
学
・
北
館
兵

部
少
輔

北
館
大
学

料
紙
の
形
態

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙
？

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

竪
紙

横
折
紙

典
拠
・
参
照

曽
根
文
書
・
山
形
市
史
１
６
８

宝
幢
寺
文
書
・
山
形

市
史
２
７
９

雞
肋
編
所
収
文
書

巻
２
０
０
・
山
形
市
史
２
１
４

目
の
幸
所
収
文
書
・
山
形
県
史
上
４
０
０

雞
肋
編
所
収
文
書

巻
２
０
０
・
山
形
市
史
２
１
３
・

石
川
文
書
・
山
形
市
史
２
８
２

雞
肋
編
所
収
文
書

巻
２
０
０
・
山
形
市
史
２
１
３

平
清
水
文
書
・
山
形
市
史
１
７
４

最
上
川
土
地
改
良
区
所
蔵
文
書

東
根
市
史
里
見
家
文
書
３

東
根
市
史
里
見
家
文
書
５

東
根
市
史
里
見
家
文
書
４

最
上
義
光
歴
史
館
所
蔵
写
真

平
清
水
文
書
・
山
形
市
史
１
７
４

北
館
文
書
・
山
形
市
史
２
３
４

目
の
幸

鶴
岡
市
史
上
２
６
９

花
押
形
式

Ｃ
２

Ｃ
２
?

Ｃ
２

Ｃ
２

Ｃ
２
?

Ａ
2

Ｃ
２

Ｃ
２

Ｃ
２

Ｃ
２

ＢＡ
2

Ｃ
２

Ｃ
２



最
上
義
光
花
押
再
考

２１―　　―

　no　51　52　53　54　55　56　57　58　59　60　61　62　63　64

年
月
日

1
6
1
2

慶
長
　

年
カ

１７

7
月
2
日

1
6
1
2

慶
長
　

年

１７

8
月
　
日
15

年
未
詳
1
月
1
日

年
未
詳
1
月
　
日
11

年
未
詳
2
月
　
日
24

年
未
詳
５
月
３
日

年
未
詳
5
月
　
日
25

年
未
詳
7
月
　
日
16

年
未
詳
8
月
　
日
１４

年
未
詳
9
月
　
日
29

年
未
詳
　
月
5
日

10

年
未
詳
　
月
　
日

10

25

年
未
詳
　
月
　
日

11

21

年
未
詳
　
月
　
日

12

12

文
書
名

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状
写

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

最
上
義
光
書
状

差
出
人

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

最
上
義
光

受
取
人

北
館
大
学

平
清
水
下
野

野
辺
沢
宮
内

佐
藤

和
田
左
衛
門

末
吉
屋
兵
衛

山
内
膳
正

太
和
田
近
江

北
楯
大
学

利
長

北
楯
大
学
利
長

岩
屋
右
兵
衛

岩
谷
屋
カ
右
兵
衛

高
橋
藤
三
郎

專
称
寺

料
紙
の
形
態

横
折
紙

竪
紙

横
折
紙

？？切
紙

？？横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙

横
折
紙
　

下
裁
断

切
紙
？

？

典
拠
・
参
照

本
間
美
術
館
文
書
・
山
形
市
史
１
９
９

鶴
岡
市
史
上

２
６
９

平
清
水
文
書
・
山
形
市
史
１
７
４

光
禅
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
１
 
山
形
県
史
上
2
1

2室
岡
正
雄
氏
所
蔵
文
書
・
山
形
県
史
上
２
２
１

雞
肋
編
所
収
文
書

巻
２
０
０

山
形
市
史
２
１
４

山
形
県
史
下
５
８
１

山
形
県
史
上
３
５
９
・
３
６
０

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
４
７

荻
原
満
氏
所
蔵
文
書

山
形
県
史
上
３
６
９

最
上
川
土
地
改
良
区
所
蔵
文
書

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
４
２
・
２
４
３

秋
田
藩
家
蔵
文
書
・
山
形
市
史
２
４
３

東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
高
橋
文
書
３
０
７
１
／
２
３

／
２
２
・
２
３

専
称
寺
文
書
・
山
形
市
史
１
６
３

花
押
形
式

Ｃ
２

Ａ
2

Ｃ
２

ＦＦＢＦＣ
２

Ｃ
２

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｃ
２

Ｃ
１

Ｆ

注
記

花
押
型
式
欄
の
A

F
に
つ
い
て
は
本
文
参
照

典
拠
欄
の
山
形
市
史
１
６
９
と
は

山
形
市
史
史
料
編
１
最
上
氏
関
係
史
料

山
形
市

１
９
７
３

１
６
９
頁
を
指
し
他
の
資
料

集
の
場
合
も
同
じ

山
形
県
史
と
は

山
形
県
史
古
代
中
世
史
料
１
資
料
編
　
上

山
形
県

１
９
７
７

と

山
形
県
史
古
代
中
世
史
料
２
資
料
編
　
下

山
形
県

１
９
７
９

の
こ
と

１５

１５

で
あ
る

鶴
岡
市
史
上
と
は

鶴
岡
市
史
資
料
編
古
代
・
中
世
史
料
上

鶴
岡
市

２
０
０
２

の
こ
と
で
あ
る

古
川
市
史
７
と
は

古
川
市
史
七

資
料
Ⅱ

古
代
・
中
世
・
近
世
１

古
川
市

２
０
０
１

横
手
市
史
史
料
編
古
代
・
中
世
と
は

横
手
市
史
史
料
編
古
代
・
中
世

横
手
市

２
０
０
６

を
指
す

東
根
市
史
と
は

東
根
市
史
編
集
資
料
８

東
根
市

１
９
８
０

を
指
す
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Kenji MATSUO

This paper aims to clarify the usage of the monograms of Yoshiaki Mogami(1546-1614), 

one of the daimyō during the Sengoku period in Dewa province, present day Yamagata and 

Akita prefectures. In this study, I discuss how Yoshiaki Mogami’ s signatures were used and 

the meaning of the changes of them.

According to my research, there are three different types　(cited as type A,B,C) of 

Yoshiaki Mogami’ s autographical signatures.

In 1570, Yoshiaki Mogami began to use type A symbolizing the linage of the Muromachi 

shogunate which was the main stream of Ashikaga clan. Mogami clan originated from 

Ashikaga clan. In 1590, Yoshiaki Mogami began to use type B symbolizing the landlord of 

Dewa, under the reign of Toyotoni Hideyoshi. Around 1595, he began to type C1 and in 1600 

changed from type C1 to C2.The change from type B to C1 means that Yoshiaki Mogami 

became one of the members of Tokugawa Ieyasu’s group. After Tokugawa Ieyasu became 

the ruler of Japan, Yoshiaki Mogami began to use type C2. 

In conclusion, the changes of Yoshiaki Mogami’s monograms closely connected with the 

changes of his stages.

A Reconsideration on Yoshiaki Mogami’s Signatures
（kaō）


